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 本日の例会  

「フラワー・留学生フォーラムについて」 
県立きのくに青雲高校 教頭 村崎隆志先生 
和歌山大学国際教育センター 長友文子先生 
～ご家族並びに和歌山大学留学生参加 Day♪～ 

お花見弁当をお楽しみ下さい！！ 
 次の例会  4 月 13 日(水) 
 会員リレースピーチ 

石塚会員自己紹介／中條会長紹介者スピーチ

他、最近の出来事 etc. 
 先週の例会記録   3月 16 日（水） 
◇卓話 「識字率向上運動」協賛のお願い、他  
地区社会奉仕委員長 笹島良雄様 (和歌山東 RC） 

◇ビジター ございません。 
◇出席報告  

会員数 14 名（名誉会員 1 名、出席免除会員 2 名）

 本日出席 （3/16) 8 名  57.14  % 
 先々週出席 (3/2) 11 名  100  % 
◇Ｓ．Ａ．Ａ．             

 笹島良雄様（和歌山東 RC）卓話にお招き頂き感謝

します。宜しくお願いします。中條剛司君 竿本

秀雄君 主井知子君笹島様のご来訪に感謝して。

「識字率向上運動協賛金」として些少ですが地区

に送金させて頂きます。主井知子君 としちゃん

ハッピーバースデー♪ 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

環境省では暖房時に室温20℃で⼼地良く過ごすことのできる

ライフスタイル「WARM BIZ」（ウォームビズ）を推進してい

ます。ご協⼒をお願い致します。担当窓⼝ 主井知⼦ 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

ラヴィーナ和歌山の“春らんまん弁当”をご用意させて

頂きます♪多数のご参加をお待ちしています！！ 

会長報告          会長 中條剛司 
本日のゲスト笹島様が委員長をされている地区社

会奉仕委員会よりお願いがあり、「ユネスコを通じ

当地区は識字率向上運動に協力しておりますので

今年度も皆様のご協賛をお願いします」とのこと

でした。本日会長幹事 SAA より些少ではございま

すが献金させて頂きたいと思います。週報の裏面

に地区よりのお手紙をコピーさせて頂きました。

お目通し下さるようお願い致します。次年度のた

めの地区協議会の案内が参りました。寺坂会長エ

レクト始め関係各位にはご出席賜りますようよろ

しくお願い致します。4 月 24 日（日曜）9：30～
場所はホテルアゴーラリージェンシー堺です。 
幹事報告          幹事 竿本秀雄  

新会員、石塚様が例会見学にお越し下さいました。

どうぞごゆっくりとお過ごし下さい。今年度ライ

ラセミナーの案内が参りました。4 月 29 日～30 日

の１泊２日です。場所は河内長野市立滝畑ふるさ

と文化財の森センターです。詳細を回覧させて頂

きます。和歌山大学留学生の郎君が本日ご出席下

さっています。ぜひ留学生のリーダーとなって頂

きご友人もお誘いあわせの上ご参加下さい。3 月

24 日（木曜）三八波「夢ごてん」において 18：00
～夜間例会を開催致します。3 月 23 日(水曜)の例

会を変更致します。ご出欠のほどを回覧版へご記

入下さい。5 月 14 日（土曜）親睦バスツアーは京

都水族館と鉄道博物館見学の後、平安神宮の西に

ある六盛で『京の手をけ弁当』をご賞味頂く予定

です。新緑薫る古都でゆるりと一日をお過ごし頂

ければと存じます。多数のご参加をお待ちしてい

ます。[笹島様卓話] 1. 識字率向上運動協賛お願い

2. ｽﾄｯﾌﾟ ｻﾞ ｴｲｽﾞ 行事ご協力への御礼 3. 国際ロ

ータリー第 2640 地区の現況。4. 他 
 
 

 
 
 

例会日 毎水曜日 12 時 30 分～13 時 30 分 

例会場 和歌山市中 639-6 
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会長 中條剛司   幹事 竿本秀雄 

クラブ奉仕委員長  湯川紘司 

クラブ会報（広報・ＩＴ）委員長 中井秀行 

 

四つのテスト 

 われわれがものごとを考え、言い、または    １）真実かどうか？   ３）好意と友情を深めるかどうか？ 

 為そうとする場合は、これに照合してから    ２）みんなに公平か？  ４）みんなのためになるかどうか？ 

2015-16 年度 国際ロータリーのテーマ 

 

「世界へのプレゼントになろう」 


